　　　今月の花　「ウツギ」　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
ウツギは各地の山野に広く自生するのでこの季節に郊外に出るとこの花（樹）に出会うことが多い。「ウツギの花」を略して「ウノハナ（卯の花）」というが、一般にはこの名の方が知られているように思う。ウツギの名の由来には「打つ木」（材が硬いので木釘に使われた）と幹が空洞になっている為「空木」という二つの説がある。また、花が旧暦の卯の月（四月）に咲くからという説もある。

　ウツギは山野の日当りのよい場所に普通にみられ、北海道、本州、四国、九州のほか中国にも分布する。山野だけでなく、観賞用として庭木や生け垣などにも植栽されても来た。この為、古くから広く知られ、花の咲きぐあいでその年の豊凶を占ったという。花の多い年は豊作と考えられた。これは、ウツギの花が春から初夏への季節の変わり目に咲き、また白く目立つことから、暦の普及していなかったころに季節を知る重要な花であったことによるであろう。「万葉集」にも『卯の花の咲き散る岡ゆほととぎす鳴きてさ渡る君は聞きつや』（巻10-1980）など24首が詠まれ、万葉人にも関心が高かったことが知られる。ウツギの名は『万葉集』にはないが、『和名抄（９３０年代）』には出てくる。
「ウツギ」（Deutzia crenata Sieb. et Zucc.）
はアジサイ科の落葉

 HYPERLINK "http://100.yahoo.co.jp/detail/%E4%BD%8E%E6%9C%A8/" 低木で株立ちし、幹は高さ１～３ｍほどに達しよく枝分れする。幹が中空で樹皮は灰褐色。短冊状にはがれる。新しい枝は赤褐色を帯び、星状毛が生える。葉は対生し、柄がある。葉身は楕円形～卵状被針形で先は長く尖り、基部は円形またはくさび形になる。葉の縁には鈍い鋸歯がある。葉の表裏ともに小さな星状毛が多く、ざらつく。5～6月、枝先に円錐花序を出し多数の白い花を下向きにつける。花は5枚の花弁からなる花冠をらっぱ状に開く。径約1～１．２ｃｍ萼筒（がくとう）と萼裂片には星状毛が密生する。雄しべは10本、花弁よりやや短く、花糸の両側に翼があって、上方で歯状に鋭く突出る。花柱は3～4本あり花弁とほぼ同じ長さとなる。萼、花柄、花序の軸には星状毛が密生する。子房は下位。果（さく果）は球形で径4～６ｍｍのお椀形で、先はややくぼみ、花柱が残る。

                             May, 2013, NKC
ウツギ、卯の花と言えば誰しも「卯の花、匂う垣根に・・・」（夏は来ぬ）の歌詞を思い起こされるであろう。現代では、ウツギの垣根はほとんど見られないが、この歌の生まれた時代（作詞：佐々木信綱、１８７２年生）にはまだ垣根に使われていたのでしょう。因みにウツギの垣根は万葉集にも記録が残っている。かつてウツギは人家の垣根に使われたばかりでなく、境界線にも使われていたようだ。その理由は本種が萌芽力に優れ刈り込みに強いことや、白い花が多数咲き見事なことなどによるのでしょう。また、花が咲くとやがて梅雨がやってくることから植物暦としての利用、材が硬く木釘として使われ、それが現金収入になったこと？などいろいろと利用価値のある植物だったからとも考えられる。
　ちなみに、歌詞の中に「匂う」という言葉が使われているが、ウツギの花に香りはありません。この「匂う」の意味は花が盛んに咲いている様を表わす言葉として使われています。
　ウツギの仲間には、関東地方以西の山地の谷間の岩上などに生え、小型の花をつけるヒメウツギ、葉の裏に星状毛に被われ灰白色に見えるウラジロウツギ　関東地方西部、中部地方東部の山地岩上にまれに生えるウメウツギ（少数の白い花を下向きにつける）などがある。
　なお、茎が空洞となる小低木には○○ウツギと命名されている種が多いが、バイカウツギノリウツギ、ガクウツギ等は『アジサイ科』であるが、ドクウツギ、ミツバウツギ・・・など「科」を異にする種も多くある。
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